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絵本の挿絵の一部には、
フロッタージュという技法を
用いた表現が使われています。
物語にでてくる実際の場所に行き、

そこにある岩や草木に紙を置いて擦り出すことで、
本物の表情を紙にとどめています。
現地から生まれた素材からでしか
表現できない本物の質感

を感じてもらえることができれば
嬉しいです。

大江 みどり



瀞のぬしさん
どろ

昔、熊野の瀞八丁のふちに、

幸右衛門というそれは立派な兄さんが住んどったんやと。

この兄さんは、毎日、川に行き、釣りをしてくらしよったんやと。

ある春の日、その日もぼーと釣りをしよったら

「幸右衛門さん」と後からポンポンと肩をたたく人がおったんやと。

振り向くと、目の覚めるようなまことべっぴんな姉さんが立っとって、

兄さんはびっくりしたんやと。
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姉さんは

「いくとこがなーて困っとります。どうぞ助けてたもれ」

というので、一人暮らしの幸右衛門は

よろこんであんがえに連れて帰り、

一緒に暮らしはじめたんやと。

姉さんはあがのことを何にも言わんと、

黙ってにこにこと機嫌よういそいだんやと。

やがて、仲の良い二人の間に子供ができたんやと。
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そして、

「私が帰ってくるまで、

ぜったいに迎えに来ないで下さい。」と

出て行ったんやと。

ところが、いつまでたっても

姉さんはかえって来なんだんやと。

そこで、心配になった幸右衛門は

「一人で辛抱しよるんじゃなーか」と、

とうとう約束を破り、

小屋へ様子を見に行ってしもうたんやと。
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姉さんは、

「たのみがあるんです。

川のふちに小さい

小屋を建ててくれんかの。

私はそこで子供を産みますから」と

小さな小屋を建ててもろたんやと。
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驚いたことに姉さんの姿はなく、

だいるくなぐちなわがとぐろを巻いて

赤ん坊を抱いとったんやと。

物音に気づいただいるくなぐちなわは

いっぺんに女の姿になったんやと。
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「あんなに約束したのに・・・。

わたしは瀞の主です。

あまりに立派なあなたに

心を奪われてしもうたんです。

でも、これでしまいです。

わたしの代わりにどうか子供を

育ててたもれ」と言い残して、

水の中に姿を消して

しもうたんやと。
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「許してたもれー！おりゃ悪かった。」と

よっぴと泣き明かした幸右衛門は、次の日から毎朝、

姉さんが残していった赤ん坊を小舟にのせ、

瀞八丁を漕ぎ回ったんやと。

その様子を見て、人らは

　川のぬしさん　八丁の長さ

　　かわいい　ぬしさん舟の中

と、うとーたんやと。
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令和５年度 新宮市立熊野川中学校 ２年生の作品

私たちの新宮市立熊野川中学校には、和歌山
県・奈良県・三重県の三つの県から登校する
生徒がいます。その三県境に位置している瀞
峡は、私たちを象徴するような場所です。今
回、絵本制作を通して南紀熊野ジオパークに
ついて学び、ふるさとについてとても深く知
ることができました。この絵本では私たちが
瀞峡でフロッタージュしたものが、素材の一
部として使われています。
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はなし で ば しょ

お話で出てきた場所はどんなところ？

瀞八丁
瀞八丁は切り立った崖と深い谷の地形が特徴的な渓谷で、川の深さが20m以上の場所
もあります。「瀞」とは川の流れがゆるやかで水の深い所という意味を持ち、「丁」は距離を
表します（八丁＝約900m）。瀞八丁は国の特別名勝※・天然記念物に指定されています。
また今のような道路が作られる前、川は大切な交通路でした。上流からは筏流しにより木
材が運ばれ、下流からは川舟により生活物資が運ばれていました。瀞峡でもかつては多く
の筏が流れていました。

ど ろ は っ ちょう
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瀞八丁のでき方
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※特別名勝とは素晴らしい景観を持つ名勝の中でも特に価値の高い場所で、富士山や鹿苑寺（金閣寺）庭園など日本で３６件が登録されています。

川による浸食が起こる 地層が硬いので、
下方向に浸食が進む

「V」の字のような
深い谷ができる

火山活動の影響で
岩石が硬くなる
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瀞八丁は約7000万年前に深い海の底に溜まった砂や泥が押し固
められた岩石からできています。この岩石は、約1500万年前に紀伊半島で起こった大規模な火山活動の
熱の影響で、とても硬くなっています。瀞峡には山に降ったたくさんの雨が川の水となって流れてきて岩石
を削りますが、硬い岩石は削られにくいため独特な景観が作られています。
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民話とは、昔の人が口から口へと語り継いできたものです。語り継がれてきたものなので、いろいろな話が存在しています。

本書に収録した民話は、そのうちのひとつで、北山弁で書いています。

瀞のぬしさん
　昔、熊野の瀞八丁のほとりに、幸右衛門というそれは美しい若者が住んでいました。この若者は、毎日、川に行き、釣り

をして生活をしていました。

　ある春の日、その日も釣り糸をたれてぼんやり水面を眺めていると、「幸右衛門さま」と後から軽く肩に手をかける者

がいました。ふり向くと、目の覚めるような美しい女が立っていました。びっくりしていると、女は「いくあてがなくて困っ

ています。どうぞお助けください」というので、一人ぐらしの幸右衛門はよろこんで家へ連れて帰り、一緒に暮らしはじめ

ました。女は、自分のことを何もいわず、黙ってにこにことよく働きました。やがて仲のよい二人の間に、子供が生まれるこ

とになりました。女は、「お願いがあるのです。川のほとりに小さな小屋を建ててください。私はそこで子供を産みますか

ら」と小さな小屋を建てさせました。そして、「私が帰ってくるまで、決して迎えに来ないで下さい」と出て行きました。

　ところが、いつまでたっても女は帰ってきませんでした。そこで、心配になった幸右衛門は「一人で苦しんでいるのでは

ないか」と、とうとう約束を破り、小屋へ様子を見に行ってしまいました。おどろいたことに女の姿はなく、大きなヘビが

とぐろを巻いて赤ん坊を抱いていました。物音に気づいた大きなヘビは、頭を回すとたちまち女の姿になりました。「あれ

ほどお約束しましたのに･････。わたしは瀞の主です。あまりに美しいあなたに心を奪われてしまったのです。でもこれで

おしまいです。わたしの代りにどうか子供を育てて下さい。」と言い残して、水の中に姿を消してしまいました。

　「許しておくれ！私が悪かった。」と泣いて夜を明かした幸右衛門は、次の日から毎朝、女が残していった赤ん坊を小舟

にのせ、瀞八丁を漕ぎ回りました。その様子を見て、人々は、「川のぬしさん　八丁の長さ　かわいい　ぬしさん舟の中」

と、うたったそうです。




